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参考参考参考参考資料資料資料資料８８８８－－－－２２２２    活動全般活動全般活動全般活動全般にににに対対対対するするするする注意点注意点注意点注意点    

①①①①    倫理的倫理的倫理的倫理的なななな問題問題問題問題にににに配慮配慮配慮配慮しましょうしましょうしましょうしましょう 

 うつや自殺など精神医学的な問題は個人情報に関する重要な課題であるため、情報の取り扱い、

同意、プライバシーの保護等について地域で十分に検討し、個人に不必要な負担がかからないよ

う十分に配慮する必要があります。 

②②②②    うつうつうつうつ対策対策対策対策についてのについてのについてのについての知識及知識及知識及知識及びびびび技術技術技術技術をををを習得習得習得習得しししし、、、、向上向上向上向上するようするようするようするよう努力努力努力努力しましょうしましょうしましょうしましょう 

アセスメントをはじめとする地域介入や住民に対する普及・啓発活動はもちろんのこと、う

つ状態にあると考えられる地域住民への援助にあたって、より質の高いサービスを行うため

には、保健師、看護師、介護支援専門員、社会福祉士等の関係者の能力を高める努力を続け

ることが不可欠です。そのためには、保健師等が相談の基本的な態度や面接方法を学び、住

民の精神状態を把握して必要に応じて援助・介入を行えるような技法の習得を目的とした研

修を行う必要があります。 

���� 医師、保健師、看護師、助産師、管理栄養士等の保健医療従事者が習得すること 

1） うつに関する正しい知識とうつ者への相談対応における一般的留意点（プライバシーの

保護、共感的・受容的傾聴、相手に無理強いすることなく、相手のペースで、相手のニ

ーズに沿った相談の進め方、等） 

2） うつに関する基本的知識を相手にわかりやすく説明する方法 

3） 相談における留意点・事例の見たて方（面接技法、うつアセスメント方法） 

4） 関係機関とのネットワーク構築方法、精神科医療機関への紹介の仕方と連携の取り方 

���� 介護保険従事者、居宅介護支援事業所、訪問介護（ヘルパー）、通所サービス事業所等の高

齢者福祉サービスの従事者、その他の保健福祉従事者等が習得すること 

1） うつに関する正しい知識 

2） 高齢者や障害者のうつの気づき方、対応の仕方 

3） 市町村の保健センター、保健所、精神保健福祉センター等の地域相談機関の利用方法 

4） 家族などと相談しながら円滑に医療機関への受診を勧める方法 

 ボランティアなどの、住民と身近に接する非専門家にも、同様な教育・研修が行われていると

さらに効果的です。こうした非専門家には、自分の価値観や信念をあてはめず、傾聴する、相手

の希望、権利、価値観を尊重する、秘密を守る、必要な場合に早期に専門家へ紹介するなどの対

応等を周知することが大切です。 

③③③③    保健医療福祉従事者自身保健医療福祉従事者自身保健医療福祉従事者自身保健医療福祉従事者自身のののの心心心心ののののケアケアケアケアがががが必要必要必要必要ですですですです 

 うつのアセスメントや相談、家庭訪問において、保健医療福祉従事者が関わる本人やその家族

などからの相談内容は、家族の死や病気、介護のストレスなど非常に重い内容です。うつ対策に

従事する関係者自身も気分が沈み込んだり、ひどく疲れたりといった軽いうつ状態になることが
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あります。また、事業を進めている際に地域に自殺死亡者が出ることがあると、強いストレスと

なるといわれます。ですから、うつ対策に従事する関係者自身の心のケアも重要です。 

 事業に関して職場内の上司や同僚の理解があること、事業に関してストレスに感じたり、落ち

込んだりすることがある時には、職場の上司や同僚にいつでも相談できる体制にあること、でき

れば精神科医などの専門家のサポートがあることが望ましいでしょう。保健所や精神保健福祉セ

ンター、大学の専門家を含んだサポート体制を作っておくことも大切です。こうした体制は、継

続的な相談だけでなく、自殺未遂者が出たときなどの緊急の対応にも役立ちます。 

 また従事者自身もストレスを解消し、仕事とプライベートを切り換えることができる方法を身

につけ、休養をとりながら積極的に心身をリフレッシュするなど、自分自身の心の健康づくりに

心がけることが大切です。 


